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バイコン特圧管　施工要領

１．　工　程

２，　製　品　規　格

呼び名
参考質量

（kg）

寸　　法　（mm）

Ｄ Ｂ Ｔ1 Ｔ2 Ｔ3 Ｌ

１５０ ６６ １５０ １２０ ３３ ４８ ６０ １０００

２００ １１３ ２００ １６０ ４２ ６３ ７５ １０００

２５０ ２８８ ２５０ ２００ ４５ ７０ ８４ ２０００

３００ ３６９ ３００ ２４０ ５０ ６９ ８６ ２０００

３５０ ４５５ ３５０ ２８０ ５４ ７２ ９１ ２０００

４００ ５５７ ４００ ３２０ ５８ ７４ ９８ ２０００

４５０ ６８７ ４５０ ３６０ ６２ ９６ １０５ ２０００

５００ ８１２ ５００ ４００ ６５ １０１ １１４ ２０００

２０００

２０００

２０００

２０００

６００ １０４４ ６００ ４５０ ７１ １１０ １２５

７００ １３０７ ７００ ５００ ７７ １１９ １３６

８００ １６０６ ８００ ５５０ ８３ １２９ １４９

９００ １９４４ ９００ ６００ ８９ １３８ １６３

１０００ ２３０３ １０００ ６５０ ９５ １４７ １７６ ２０００

１１００ ３３２７ １１００ ７００ １０１ １５７ １８７ ２５００

１２００ ３８６２ １２００ ７６０ １０７ １６６ ２００ ２５００

１３５０ ４７０７ １３５０ ８５０ １１６ １８０ ２１７ ２５００

１５００ ７１８３ １５００ １２４０ １７０ ２３０ ２４０ ２５００

１６５０ ７９４０ １６５０ １０５０ １７５ ２５５ ３００ ２５００

１８００ ８４５０ １８００ １０５０ １７５ ２５５ ３００ ２５００



３．　準　備

（１）　吊金具

250～500用吊ピン150～200用吊具 250～500用座金

600～1200用吊ピン 1350用吊ピン 1500～1800用吊ピン

座金 ナット シャックル

-２-



（２）　台付けワイヤーロープ

（３）　レバーブロック

-３-



４．　施　工　手　順

（１）　運搬および保管

① 管の運搬は、ひび割れや欠けなどの有害がきずを生じないように注意して行って下さい。

② 現場で保管する場合は、平坦な場所に置き、破損することのないように注意して下さい。

③ ゴム輪は、屋内の冷暗所に保管し、施工直前に装着して下さい。

（２）　吊金具のセット

① 吊穴内にごみや異物があれば、取り除いて下さい。

② 吊金具やワイヤーなどに有害なきずや亀裂がないか確認して使用して下さい。

③ 管径φ150～200mmは、専用吊具を管に差し込んで下さい。

④ 管径φ250～500mmは、吊ピンを吊穴に入れ、内側より座金を入れて下さい。

⑤ 管径φ600～1800mmは、吊ピンを吊穴に入れ、内側より座金を入れてからナットを十分に

　　締め付けて下さい。

管径φ150～200mm

管径φ250～500mm 管径φ600～1000mm

管径φ1100～1200mm 管径φ1350～1800mm

（３）　ゴム輪の装着

① 管の受口の内面および差口の外面に砂などが付着していると、漏水の原因となるので、

　　これを取り除いて下さい。

② ゴム輪は、 雨滴断面の先端を外側に向けて、 各部の緊張度が

　　ほぼ等しくなるように調整しながら、右図に示す位置に取り付け

　　て下さい。

※ ゴム輪は、回転挿入方式なので、滑剤を使用しないで下さい。
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（４）　管の布設

① 基礎面を凹凸のないように仕上げ、布設後の管の安定性を増すようにして下さい。

② 管の布設は、下流から受口を上流に向けて行い、布設が完了した管の受口に差口を挿入して

　　下さい。

③ 接合の要領は、 管を吊ったままの状態で、差口の上端を受口の内面の上端につけて、慎重に

　　吊り降しを行いながら軸心を正確に合わせて差口を受口に挿入して下さい。

④ 管径φ150～200mmの間の場合は、下図に示すようにレバーブロックなどの引き込み器具を用

　　い、ワイヤーロープを施工用吊具に掛けて、管の外側から操作して引き込んで下さい。

　　この場合、ワイヤーロープの控えは数本離れた既設管にとらないと、すでに接合が完了した部

    分が緩む恐れがあるので注意して下さい。

⑤ 管径φ250～500mmの管の場合は、下図に示すように、 レバーブロックなどの引き込み器具を

　　用い、ワイヤーロープを掛けて、管の外側から操作して引き込んで下さい。

　　この場合、ワイヤーロープの控えは数本離れた既設管にとらないと、すでに接合が完了した部

　　分が緩む恐れがあるので注意して下さい。

⑥ 管径φ600～700mmの管の場合は、下図に示すように、レバーブロックなどの引き込み器具

　　を用い、ワイヤーロープを掛けて、管の外側から操作して引き込んで下さい。　　　　　　　　　　

　　この場合、ワイヤーロープの控えは数本離れた既設管にとらないと、すでに接合が完了した

　　部分が緩む恐れがあるので注意して下さい。

-５-



⑦ 管径φ800～1200mmの管の場合は、下図に示すように、レバーブロックなどの引き込み

　　器具を用い、ワイヤーロープを引込用座金に掛けて、管の内側から操作して引き込んで

　　下さい。

　　この場合、引込用座金は数本離れた既設管にとらないと、すでに接合が完了した部分が

　　緩む恐れがあるので注意して下さい。

⑧ 管径φ1350～1800mmの管の場合は、下図に示すように、レバーブロックなどの引き込み

　　器具を用い 、ワイヤーロープを引込用座金に掛けて、管の内側から操作して引き込んで

　　下さい。

　　この場合、引込用座金は数本離れた既設管にとらないと、すでに接合が完了した部分が

　　緩む恐れがあるので注意して下さい。 

⑨ 受口と差口の上下左右の間隔を均等に保ち、差口を受口に差し込み、十分に引き込んで

　　下さい。この時、ゴム輪は下図に示すように回転し、所定の位置に移動します。

➉ 差口側の黒いマーキングに受口の端面がかかるまで差し込んで下さい。

⑪ 接合が終わった時は、管が正しく挿入されているかを確認して下さい。異常がなければ再

　　

⑫ 完全に接合してから、管の固定状態を確認して、吊り込み装置や引き込み装置などを外し

　　

⑬ 接合作業が終了し、管の吊穴を埋める場合、 止水効果が得られるポリ栓またはゴム栓で

　　

び同じ手順によって管を布設して下さい。

て下さい。

まず穴を埋め、湧水などが侵入しないよう、外面をモルタルなどで仕上げて下さい。
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⑭ 接合作業が終了したら、管路内を点検し、使用工具などを片付けて、土砂やコンクリート

　　かすなどがないように清掃して下さい。
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